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霧島山（新燃岳）の火山活動に関する火山噴火予知連絡会拡大幹事会見解 
 

 
 
 霧島山（新燃岳）の火山活動は、２００８年８月、２０１０年３～７月に、ごく小

規模～小規模な噴火が発生するなど、やや活発な状態が続いていましたが、本年 
（２０１１年）１月１９日から噴火が始まり、活発な噴火活動が続いています。 
 
 １月１９日から始まった噴火は、２６日から本格的なマグマ噴火となり、新燃岳火

口に溶岩が噴出し、火口内での蓄積量は次第に増加しました。噴火に伴い、風下側で

は居住地の付近で風の影響を受けた小さな噴石（火山れき）や多量の火山灰が降りま

した。火口近傍でごく小規模な火砕流の発生の痕跡も認められています。２７日から

は爆発的な噴火が時々発生するようになり、２月１日０７時５４分の爆発では、弾道

を描いて大きな噴石が火口から３．２ｋｍにまで飛散し、空振によって窓ガラスが割

れる等の被害がありました。 
 これまでの噴出物量は、４千万～８千万トン程度と推定されます。 
１日あたり１万トン以上の二酸化硫黄の放出が観測されており、火山ガスの放出活

動も活発です。 
 
 ＧＰＳの観測では、２００９年１２月から霧島山周辺では地盤の伸びが観測されて

いましたが、噴火活動が活発化するのに伴い縮みに転じました。１月２６日からは、

傾斜・ひずみ観測により、顕著な噴煙活動期や火口内への溶岩の噴出期に収縮率が大

きくなる傾向が認められます。収縮は、新燃岳の北西数ｋｍの地下深くに存在するマ

グマだまりから新燃岳へマグマが上昇・噴出していったことを示すと推定されます。

収縮に伴う地盤の縮みは、２００９年１２月からの伸びの４分の３程度となっていま

す。収縮は１月３１日から鈍化・停滞していますが、２月１日以降は、活発な爆発的

噴火活動が続いています。 
 当分の間は、現在と同程度の溶岩を吹き飛ばす爆発的な噴火を繰り返すと考えられ

ます。 
 
 １８世紀のマグマ噴火では、２年程度噴火活動が続いています。今回の火山活動は、

約３００年ぶりの本格的なマグマ噴火であり、活動の推移を注意深く見守る必要があ

りますので、今後観測体制の強化が必要です。 
 
噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石や火砕流に警戒が必要です。 
風下側では降灰及び風の影響を受ける小さな噴石（火山れき）に注意が必要です。

また、爆発的噴火に伴う大きな空振に注意が必要です。噴火警報等及び霧島山上空の

風情報に注意してください。 
降雨時には泥流や土石流に注意が必要です。降雨に関する情報に注意ください。 

 
【本件に関する問合せ先】気象庁地震火山部火山課 

電話：03-3212-8341（内線）4530・4538 

 霧島山（新燃岳）では、活発な噴火活動が続いており、当分の間は、現在と同程

度の溶岩を吹き飛ばす爆発的な噴火を繰り返すと考えられます。 


